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幼dlによる DDTの代謝を検討した. 各系統の3令

幼虫300匹をそれぞれの LCB0渋皮の DDT を含む

水 1川 1に5時間入れて吸収させた. (この時間内で

は死亡しない).虫体を磨砕してエーテル抽Elル , 蕊

た水屑をクロロホルム抽出して,代謝物および未変化

DDT をそれぞれ回収した.抽山物はフロリシルカラ

ムで梢製し.ECD-GCおよび TLCで定見確認した.

以前 1系統のみで確認 した TDEを4系統で確認し

た.TDEの生成機構には2経路- ①垣接的な脱塩

系反応,@脱塩慨反応と還元反応- が考えられるが,

DDEを幼虫に代謝させてもTDEが生成しないこと

から,①の機構で生成すると考えられる.DDEおよ

び TDEを生成する4系統のカのDDT代謝率はDDE

のみを生成する2系統のそれよりも大きい.抵抗性の

Southport系では DDEよりTDEの生成率が拓く,

TDEの脱塩酸生成物であるTDE-E も生成している.

DDT抵抗性と脱塩酸能とを直接関連させることはで

きないが,抵抗性の系統では感受性の系統よりもDDT

吸収率が低く,また代謝率が拓い.しかしSouthport

系は多flt(138FLg)の DDT を取込むがなんら申iU症

状をiln.きない.このことからこの系統ではイエバエで

指摘されているように,迫伝的に神経の DDT感受性

が低くなっていることも考えられる. (桑原保正)

幼若ホルモンの双粗目に対する作用

JuvenileHormone:EffectsonaHigherDip･

teranU.S.Srivastava.LI.Gilbert,Science161,

61(1968).

クロバ工の一班 (Sarco♪hagabultata)をFT]いて

助=B=ホルモンの効果を調べた.供試物質 として dI-

juvenilehormone(dl-J.H.と略),C17methylester

(methyl-trams,tyans,cis-7-ethy1-3,ll-dimethy1-

2,6,10-tridecatrienoate;C17M.E.と略),farnesenic

acidのアルコール溶紋にHClガスを吹き込んだもの

(F.A.と略)を放った.

dt-J.H.や C17M.E.を発育時期の異なった3令幼虫

に注射すると,i)幼虫期が長くなるか.あるいは正

常のPfl蛎形成が阻召されるii)またある場合には,煽

一成虫間 (約3日)の発育が阻止される.

superlavaeも幼虫一嫡中間体も待ていないことか

らこれらの結果を J.H.の効果と考えるにはあいまい

だと考え,煽-成虫の変化に注目した.

発育時期の異なった蛸の背面部の囲桐を一部 (2-3

mm2) 切 り取り 1FLlのホルモンを局所鮎川した.描
妹に用いたオ])-プ油のみを与えた矧7.0区では.形態

学的に何らの只将 もなく羽化が行なわれたのに対し,

dL-J.H.あるいは C17M.E.を与えると,WI弧 胸部

は成虫で腹部は蛎という中間体になろ.組私学r仙こ見

ると頭部,胸部は典型的な成虫のクチクラILYfでおおわ

れていろのに反し,腹部は2炉=こわかれている. 1つ

は元からある蛸のクテクラ層で,内紬に新しく蛸のク

チクラ屑が形成されている. これが J.H.による本当

の効果であると考える.F.A.2% を含んだ別 姓 仙

lJ̀Jでも,嫡一成虫中間体ができた.

以上のことから,双麺目は正しい時期に施用すれば,

∫.H.に対し反応を示すことがわかる.双麺日の J.班.

はセクロピア表から得られたものと全く同じか大変良

く似たものであろうと考える. (北村災彬)
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